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レーの旅路 辿りつつ 紛争後のコンゴ国内、とりわけ都市から遠い「奥地」がどのような状況にあるのかを自分の目でみることであった。スタン は、ナイル川の源流を探しにでかけたまま行方不明にな ていたリビ グストン博士を発見したことで一躍有名になった一九世紀のジャーナリスト兼探検家である。本書ではーの旅のルートや装備、当時のベルギー領コンゴ植民地についても詳細に述べられているが、現代アフリカに興味を持つ読者を虜 するのは何といっても 人 口を揃えて「無理」と断言し 旅著者がいかに成し遂げたかである。　
マイ・マイとして知られるゲリ
ラ兵が潜伏す 村がいくつもあるコンゴ東部の治安に対する不安。政府や軍関係者に通行料を巻き上げられないための回避策。モブツ独裁政権のもとで長い間整備が行われず、熱帯雨林が茂るケモノ道




のタイトルは、十分な設備がなくスタッフの数も乏しい フリカの診療所や緊急援助の現場 医療行為を行うことの困難と創意工夫いう予想可能な内容を思わせるものではあったが、それでも私 こ
の魅力的なタイトルに惹かれ、良い意味で裏切られた。　
いわゆる先進国と呼ばれる国な
らば、おそらくどこでも医師になる人は優秀なエリートで、その職業は名声と十分な報酬をもたらすものだろう。そう った約束されたキャリアを捨て 設備も薬剤医師もすべて不足するアフリカ医療行為に従事す びとは正義感が強く、使命感を持った立派な人に違いない。著者も確かにそういう人なのだが 同時に本書では先進国のリベラルな教育を受けた若い医師が文化や「常識」の異なるアフリカの医療の場で直面する苦悩や葛藤と現場で感じる援助の矛盾が率直に語られていて、 からこそ共感を呼ぶ内容となってる。セスナ機で飛び、武装勢力襲撃に備えて暮らすのはやっぱり怖く、手遅れの状態 ってくる極度の栄養失調の子ども 救えないことに苦悩し、妻を救うため輸血を認めない夫 怒り絶望す 。プライバシーがほとんどなく、安全上の理由から行動範囲も非常に限られたなかで正気を保つにはリフレッシュ休暇が不可欠である。　
だが、南スーダンでの任務半ば
で挫折しオーストラリアに戻った
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